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©取水 口 


©原子力 訓練 センタ 


保修 事務所_ 


中央 警備 所 


ふるう  ほり かっぷ 

北海道 古 宇 郡 泊 村 大字 堀 株 村 
電気 出力 
1 号 機 57 万 9 千 キロワット 
2 号 機 57 万 9 千 キロワット 
原子炉 型式 

軽水 減速 軽水 冷却 加圧水型原子炉 （ PWR) 

燃料の 種類 

低 濃縮 二 酸化 ウラン 

復水器 冷却 用 海水 

1 基 あたり 毎秒 約 40 立方メートル 

(補 機 冷却水を 含む） 

取水 方式 港湾 内から 取水 
放水 方式 港湾 外に 水中 放流 
淡水 

玉 川、 茶津 川から 取水 
運転 開始 年月 
1 号 機 平成 元年 6 月 
2 号 機 平成 3 年 4 月 


©専用 港 


泊 発電所の あらまし 


籲 主要 施設 配置 図 

❼ 固体 廃棄物 貯蔵庫 
ほり かつぶ トン ネル 


❻ 放射性廃棄物 処理 建屋- 
❺ 1 号 機 燃料 取替 用 水 タンク 建屋- 


馨各 施設の ご 案内 


❸ 2 号 機 夕ー ビン 建屋 


展望台 


❿ 給排水 処理 建屋 
©運営 管理 センター 


❿ 管理 事務所 


❿ 補助 ボイラー 建屋 


❽ 循環 水 ポンプ 建屋 


❺ 2 号 機 燃料 取替 用水 タンク 建屋 


❹ 2 号 機 原子炉 補助 建屋 


❷ 2 号 機 原子炉 格納 施設 


02 号 機 原子炉 建屋 


① 原子炉 建屋 

発電所の 中心と なる 建物で 原子炉 格 
納 施設、 燃料 取り扱い 棟、 それに デ 
イーゼル 発電機な どが 設置され てい 
る 周辺 補 機 棟から なって います。 


② 原子炉 格納 施設 

原子炉 建屋の 中央に あり、 原子炉 格 
納 容器と それを 覆ろ コンク リー トの 
外部 遮へ いでで $ ています。 原子炉 
格納 容器の 中には、 発電所の 心臓部 
といえる 原子炉 容器、 蒸気 発生 器、 
加圧 器な どが 設置され ています。 

⑬ タービン 建屋 

蒸気 発生 器で つく られた 蒸気が 送ら 
れて くると ころ。 蒸気の 力で 夕ー ビ 
ン •発電機を まわし、 電気を おこし 
ます。 


④ 原子炉 補助 建屋 

発電所の 運転を コン ト ロ  _ ル する 中 
央制 御室 や 計算機 室を はじめ、 廃棄 
物 処理 設備な どが 設置され てし 〗 ます。 

⑮ 燃料 取替 用水 タンク 建屋 

原子 燃料は 定期的に 取り替え ますが、 
この 時 使用す る 水の 入った タンクが 
設置され ています。 


⑦ 固体 廃棄物 貯蔵庫 (1 *2 号 共用） 

ドラム缶に 詰められた 放射性廃棄物 
を 安全に 保管し ます。 泊 発電所では 
年間で 300 〜 如〇 本の ドラム缶が 発生 
します が、 この 貯蔵庫では 約〗 8, 000 
本 保管で きます。 


@ 循環 水 ポンプ 建屋 〔1屮 号 共用） 

復水器で 使用す る 冷却水を 取り入れ 
る 循環 水 ポンプと、 原子炉 補 機 冷却 
海水 ボン プな どが 設置され て います。 
循環 水 ポンプは、 1 •  2 号 機 それ ぞ 
れ 2 台ず つ 計 4 台 設置され ています。 

(D 開閉 所 【卜2 号 共用〕 

発電機と 送電 系統の 連絡 や 切 り 離し 
をす る 遮断機、 落雷から 送電線を 守 
る 避 雷 器な どが 設置され ています。 


⑩ 給排水 処理 建屋 (V2 号 共用） 

給水 処理 設備 や 排水 処理 設備が 設置 
されて います。 


(E 放射性廃棄物 処理 建屋 (1 4 号 共用〕 

放射性廃棄物を アスファルト や セメン 
卜で 固める 装置 や ドラム缶に 詰める 
装置な どが 設置され ています。 


⑪ 補助 ボイラー 建屋 (卜2 号 共用) 

発電所が 運転を 停止した 時に 必要な 
暖房 や 保温 蒸気を 送る ボイラー 設備 
などが 設置され ています。 


泊 発電所の 発電の しくみ 


• 加圧 水 型 軽水炉  原子炉 格納 容器 


ウランの 燃え 方を 調節 
しま また、 異常が 発 
生す ると、 原子炉を 自 
動的に 止めます。 


1 次 系 
糸 屯 水 タンク 


涵 


脱 塩 塔 


1 次 冷却水を 
浄化し ます。 


1 次 系 補給 水 ポンプ 


(化学 体積 制御 系） 

1 次 冷却水 中の ほう 酸 
濃度を 調整し ます。 


籲泊 発電所の あゆみ 


⑫ 運営 管理 センター 

会議室 や 資料室な どの 他、 運転 員の 
教育 訓練 用 シミ ュ レー タ 室が ありま 
す。 中央 制御 室と 同 寸法の 模擬 制御 
盤な どが 設置され、 充実した 効果的 
な 教育、 訓練が 行われて います。 

⑬ 原子力 訓練 センター 

発電所の おもな 設備と 同様な ものが 
設置され ており、 保 修員や 運転 員の 
各種 訓練 および 関連会社 技術者の 知 
識 •技能の 向上を 図るべく、 実技を 
主体と した 教育 • 訓練を 行います。 


昭和 i 

441  く9 月〉 參 建設 予定 地 決定 (共和 •泊地 区) 

I 

461  <1 月〉 •原子力発電 岩 内 調 念 車務所 
1  設置 

53\  <9 月〉 參立 地点 変更 (泊 村 大字 堀 株 村） 

54\  <12 月〉 •環境 調 帝 開始 

561  <12 月〉 參第 一次 公開 I： アリン グ開催 

571  <3 月〉 H 调密 におぃて 国の 電源開発 
1  基本 計画に 組み入れ 

<7 月〉 參泊原 チカ 発電所 

建設 準備 事務所 設置 

<12 月〉 •建設 協定 締結 

58i  <12 月〉 參第 ：次 公開 ヒアリング 間 催 

59\  <6 月〉 原子炉 設置、 電気工 作物 
1  変更 許可 (57*6 申請） 

<7 月〉 參泊原 f 力 発窀所 述設所 設置 

<  8 月〉 參エ 事計幽 認可 ( 59  *6 申 猜 ） • 

本格 着工 

<  4 月 > •一号 機 原 / •炉 基礎 基盤 検赍 

<  6 月〉 籲 こ 号 機 原 /- 炉 基礎 基盤 検裔 


⑭ 管理 事務所 

泊 発電所 全体の 管理 業務を 行ろ 事務 
所です。 


叫  <2 月〉# 安全 協定 締結 

<8 月〉 •一  号 機 原 子炉 格納 容器 耐茁《 
漏え い 検査 


⑮⑯取 •放水 口 

タービンを 回し 終えた 蒸気を 冷やし 
て、 水に 戻す ためな どに 使ろ 海水を 
専用 港の 取水 口から 取り入れます。 
また、 役目を 終えた 海水は 北 防波堤 
基部の 放水 池に 送られ、 港湾 外の 海 
中に 放流し ます。 


⑰ 専用 港 

新 燃料 およ び 使用 済 燃料 や資 機材の 
受 払いな どに 使用し ます。 


62\  <9 月〉 癱 こけ 機 原子炉 格納 容器 耐 1王* 
1  漏え い 検査 


63 1  く 4 月〉#  •号 機- •次 系 水 ff. 検査 (CHT) 実施 
<6 月〉#  -号機 温 態 機能 検査 実施 
<7 月〉 •一号 機燃枓 搬入 
<10 月  >參 一号 機 燃料 装荷、 試運転 開始 
く n 月〉 參 一号 機 初 臨界 達成 
< 1 2 月〉 參 一号 機 初 併 入 （ 初 送電） 


<  6 月  >參 一号 機 営業 速 転 開始 
< 1 0 月 m 次 系 M 検査 ( CHT) 実施 
<12 月〉# こ 号 機 温 態 機能 検査 実施 


21  <4 月〉 參 一号 機 定期 検赍 開始 
<4 月〉 參 二号 機 燃料 搬入 
〈6 月〉 ♦二号 機 燃料 装荷、 試運転 開始 
<7 月〉 參 二号 機 初 臨界 達成 
〈8 月〉 參 二号 機 初 併 人 (初 送電） 


31  <4 月〉 •二号 機 営業 運転 開始 
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茶津川 


茶津 


/( / 当社 社宅 

北海道 原子力 
環境 センター 


至 神 恵 内 
V  昭岸 


糸 泊 


泊 発電所 


発足 


- 梨 野舞納 


夕-ミ 


ナル 


東 老古美 


至 ニセコ 


至 余 市 •俱知 安 


石 内 町 


循環 水 ポンプ 
復水器 


タービンを 回した あとの 
蒸気を、 海水で 冷やし、 
水に もどします。 


高圧 タービン 


復水脱 塩 装置 


脱 気 器 


給水 加熱 器 


給水 ポンプ 


イ&圧 夕ー ビン 


冷却水 (海水) 


タービン 


蒸気の 力 で タービン 
発電機を まわし、 

電又 I を おこし ま 刀。 


送電 


^3==^ 


frV>  VH 


給水 加熱 器 


原子力発電所と いっても、 蒸気の 力で タービン- 
発電機を 回し 電気を おこす といろ 原理は、 火力発電 
所と 同じです。 違ろ のは、 石炭 や 石油の 代わりに ウ 
ラン 燃料を 使い、 その 核分裂に よって 生まれた 熱エ 
ネル ギ ーを 冷却水に 伝え、 蒸気を 発生させる 点です。 

加圧 水 型 原子力発電所の 場合、 冷却水には 2 つの 
系統が あり、 原子炉の 中で 燃料棒に 直接 触れる 冷却 
水を 1 次 冷却 材、 そこから 熱を もらって 蒸気になる 
冷却水を 2 次 冷却 材と 呼んで います。 1 次 冷却 材 は、 
原子炉 内で ウラ ン 燃料の 核分裂 により 高温 高圧の 熱 
水と なって 蒸気 発生 器に 導かれ、 蒸気 発生 器の 中の 


細 管を 通って 再び 原子炉に 戻ります。 細 管の 外側に 
は 2 次 冷却 材が 流れて おり、 1 次 冷却 材 から 熱を も 
らって 沸騰し、 蒸気になります。 この 蒸気が ター ビ 
ン • 発電機を 回し 電気を おこす わけです。 役目を 終 
えた 蒸気は、 復水器を 通って 海水で 冷やされ、 再び 
水と なって 蒸気 発生 器に 戻ります。 このように 加圧 
水 型の 原子力発電所は、 1 次 冷却 材と 2 次 冷却 材が 
完全に 分かれて いるの が 大$ な 特徴です。 

なお、 原子炉の 起動 や 停止、 出力の 増減は、 制御 
棒の 出し入れと、 1 次 冷却 材の 中に 溶けて いる ホウ 
酸の 濃度を 変化させる ことで 行います。 


一^ 復水 ポンプ 


主 蒸気 止め 弁 


夕 I ビン バイパス 弁 
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泊 発電所の 特徴 
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泊 発電所 中央 制御 室 


改良 標準化の 反映 

わが国での 軽水炉の 運転 実績、 経験の 蓄積、 軽水 
炉 技術の 向上 等に より、 国産 化、 標準化の 気運が 高 
まり、 昭和 50 年から 政府と 民間 （電力、 メーカー) が 
中心と なって、 ” 軽水炉 改良 標準化" の 検討が 進めら 
れ ました。 泊 発電所の 設計に おいても、 発電所の 信 
頼 性 や 稼動 率の 向上、 作業 時に 受ける 放射線 量の 低 
減等を 図る ため、 燃料 設計 及び 蒸気 発生 器の 改良、 
検査 装置の 自動 化 等の 検討 成果を 反映し ました。 


建屋 配置の 改良 

発電所の 主要な 建屋 として、 原子炉 建屋、 原子炉 
補助 建屋、 タービン 建屋 等が あります。 原子炉 建屋、 
原子炉 補助 建屋 は、 十分な 耐震性を もつ 構造と し、 
タービン 建屋 は、 発電所 敷地の 地形 や 施工 性の 点か 
ら、 1 • 2 号 機 原子炉 建屋 に対して 直角に 配置し ま 
した。 


⑩ 建屋 配置 R/B： 原子炉 建屋  A/B： 原子炉 補助 建屋 
T/B: 夕ー ビン 建屋 


同 クラス PWR の 代表例  泊 発電所 


1 号-^ 2 号 


、ノ  A/B 

A/B 、ノ 

T/B 

T/B 

T/B  T/B 


品質保証 体制の 確立 

発電所の 設計、 製作、 据 付、 運転を 通して、 一貫 
した 品質保証 活動を 実施す るた め、 これらに 参加す 
る 多数の メーカーと 当社との 間に 「品質保証 総合 体 
制」 を 確立し、 安全性、 信頼性の 向上を 図りました。 
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全 チタン 管 復水器の 採用 

復水器 冷却 管には、 従来の アルミ ブラス 管に 替え 
て、 耐食 性の すぐれた チタン 管を 採用し ました。 

改良 型 中央 制御盤の 採用 

米国 ス リー マイル • アイ ランド 発電所 事故の 教訓 
から、 事故 時に 正しい 操作が 容易に 行える よろ、 制 
御 盤の 構成 や 配列 等に 改良を 加える とともに、 最新 
の コンピュータ 技術 や、 CRT (運転 状態 監視) 技術 
の 積極的な 導入を 行いました。 


機器の 屋内 配置 

冬期の 凍結 防止 及び 定期 検査 時の 作業を 考慮して、 
先行 原子力発電所では 屋外に ある 燃料 取替 用水 タン 
ク、 1 次 系 純水 タンク、 循環 水 ポンプ 等は、 屋内に 
設置し ました。 

モテル エンジニア リンク 手法の 採用 

発電所の 建物 や 機器を 縮 少した もの や デザイン モ 
デルを 製作し、 機器、 配管な どの 適正な 配置 設計を 
行いました。 


原子炉 容器 胴 部 一体化の 採用 

原子炉 容器 胴 部 (炉心 部分) を 継 
目の な い 一体 構造 として 溶接 線を 
減少させる ことにより、 溶接 部分 
の 検査 作業 量を 減らし、 作業 時に 
受ける 放射線 量の 低減を はかり ま 
した。 


•原子炉 容器の 一体 構造 

従来の 発電所 

泊 発電所 

3 枚 継ぎ 

3 枚 継ぎ 

1  i  1 

t  1 

I 

r 

/一体化 

y 

klJ 

泊 発電所の 安全 確保 対策 


泊 発電所では、 多重 防護の 考えに 立った 適切な 設 
計 や、 保守 管理、 運転 管理を 含めた 事故 防止 対策を 
講じ、 放射性物質の 周辺 環境に 及ぼす 影響が 問題と 
ならない よろ に 以下の よろ な 配慮を しています。 

自然 条件に 耐える 設計 

泊 発電所は、 地震、 台風、 高潮、 地す ベり、 雪害 
な どの 自 然 災害に 対し 十分 耐え られ るよ 5 な 設計 上 
の 配慮を しました。 特に 地震に 対しては、 万が一 非 
常に 大 さな 地震が 起きた としても 十分 耐えられ るよ 
ラに、 原子炉 建屋 などの 重要な 構造 物は、 強固な 岩 
盤に 直接 据えつ けました。 

故障 や 誤 操作 •誤動作を 防止す る 設計 

運転の 状況が 一括して 中央 制御 室に 表示され、 運 
転 員が 常に 的確な 判断が できる ように 配慮し ました。 

さらに、 万が一 装置に 故障が あっても 安全 側に 作 
動す ると いった フェイル •セイ フ •システム や、 運転 
員の 誤 操作 • 誤動作に よる 事故を 防止す る インター 
ロック •システムを ほどこし、 安全を 確保して います。 

籲泊 発電所の 安全装置 (略図） 


•フェイル •セイ フ •シ ステ ム（ fail-safe  system ) 

システムの 一部に 故障 力？ あった 場合で も、 安全が 確保され るよう な シス テ 
ム のこと で 1； たとえば、 制御棒 駆動装置 用の 電源が なんらかの 理由で 切 
れた 場合で も、 制御棒 そのものの 重さに より 制御棒が 炉 内に 落下し、 安全 
に 停止で きる ようになって いま 1； 

•イン ター ロック •シ ステ ム（ interlock  system) 

原子炉 施設では いくつ も みられる しくみで すが、 たとえば 運転 員が 誤って 
制御棒を 引 きぬこう としても、 制御棒の 引 きぬき がで きな I 、ようになっての 、るな ど、 
誤った 操作に よる 事故を 防止す る システムです。 

機器の 保守 •点検 

機器の 製作 や据付 段階で、 設計 どおり 行われて い 
るか どうかを 確認す るた め、 多くの 試験 や 検査を 行 
います。 

また、 運転 開始 後 も、 日常 的に 機器の 点検を 行ろ 
とともに、 毎年 1 回 原子炉を 止めて 機器の 分解 点検 
を 行い、 異常 や 故障を 未然に 発見して 修復す る こと 
にして います。 

放射性物質の 異常な 放出を 防止す る 対策 

発電所 内で、 万一、 故障 や 異常が 発生した 場合に 
は、 制御棒を 炉心 内に 自動そう 入し、 原子炉を 停止 
させ、 事故への 発展を 防止す る 安全 保護 装置を 設け 
ています。 また、 これに 多重 性を もたせ 確実に 作動 
する よろ にして います。 


非常用 炉心 冷却 装置 

•主ノ 、。イプが 切断して 急に 水が 
減った 場合は、 まず、 蓄圧 注入 
系の 水が 注入され、 ついで 高 
圧 注入 系、 低圧 注入 系が 働 
いて 炉心 部を 冷やす ようにな 
ってい ます > 

-!  •主 パイプに 小さな 亀裂が 入っ 

i 

て、 徐 々に 水が 減って きたよう 
な 場合には、 まず 高圧 注入 系 
, が 働き、 原子炉の 中の 圧力が 
減少す るに したがって 蓄圧注 
入 系、 低圧 注入 系が 働く よう 
になって います。 


また、 ''念には 念を 入れよ〃 という 考え方から、 た 
とえば、 原子炉 容器に つながって いる 太い パイプが 
一瞬に して 破 断 するとい う 極端な 事故を 想定 したと 
しても、 ただちに 冷却水を 注入して 炉心を 冷却す る 


非常用 炉心 冷却 装置 や 気密 性の 高い 原子炉 格納 容器 
などの 安全 防護 設備に より、 外部への 異常な 放射性 
物質の 放出を 確実に 防止し、 周辺の 公衆に 放射線に 
よる 障害を 及ぼす ことがない ようにして います。 


_ 放射性物質を とじ 込める 5 重の 壁 


第 1 の 壁 . ペレット 

ウラン 燃料は セ ト モノの ように 焼き 固めて ありま 
す （これを ペレットと いいます）。 放射性物質の 
大部分は 、ペレットの 中に 封じ込められます。 

第 2 の 壁 . 被 ふく 管 

ペレットから 出る 少量の 放射性物質 も、 被 ふ 
く 管の 内側に 封じ込められます >  被 ふく 管は 漏 
れ ないように 厳重に 検査され ます。 

第 3 の 壁 . 原子炉 容器 

被 ふく 管に 入った ウラン 燃料は、 原子炉 容器に 
おさめられて います。 

第 4 の 壁 . 原子炉 格納 容器 

原子炉 容器と、 1 次 系 機器を つつむ 気密 性の 
高い 鋼鉄 製 容器です。 

第 5 の 壁 …… しゃへい コンクリート •原子炉 建屋 

厚い 鉄筋コンクリートで できて おり、 万一 の 事 
故 時に 格納 容器から 漏れ 出る 放射性物質を 
封じ込め、 また、 放射線の 強さを 弱めたり します。 


原子力 訓練 センターでの 教育 •訓練 


籲 運転 員の 訓練 

原子力発電所の 運転 員は 原子力発電 訓練 センター 
(NTC) などで 厳しい 訓練を 受けて います。 

また、 泊 発電所の 構内に 設置され ている、 中央 制 
御 盤を 模擬した シミュレータを 使い 実際の 発電所と 
同じ 状況での 運転 訓練が くりかえし 行われて います。 


機器の 保修 訓練 


1111  UlLSU^i  . 
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シミュレータに よる 運転 訓練 


•保修 員の 訓練 

ポ ンプや モータ ーな ど 発電所の 主な 設備 と 同様の 
機器が 設置され ており、 保 修員や 関連 技術者の 知識 • 
技能の 向上を 目的と した 教育 • 訓練を 行います。 


さらに、 国の 資格 認定 試験に 合格した 運転 員が 数 
々の 厳しい 規則を 守って 運転に あたって います。 


泊 発電所の 放射線 管理 


安全 確保の 基本的 考え方 


発電所の 放射線 管理 


原子力発電所の 安全 確保とは、 原子炉の 運転に よ 
って 生じる 放射性物質 により 発電所 周辺の 公衆に 障 
害を 及ぼさない ようにす る ことです。 このため、 設 
計、 建設、 運転、 保守 全般に わたり、 次の 考え方を 
基本と しています。 

❹ 通常 運転 時に 放出され る 放射性物質の 量を 十分 低 
く おさえて、 発電所 周辺の 公衆が 受ける 放射線 量 
を 法 冷で 定めて いる 規制 値 (年間 1 5 リ シーベル ト 
=100 ミリ レム） を 超えない よ 5 にす る ことは もち 
ろん、 実用 可能な 限 り 低く おさえ、 全身で 年間 0 . 05 
ミリ シーベル ト （5 ミリ レム） 以下の 低い 線量に な 
るよ ろに しています。 

❷ 事故に よって 発電所 周辺の 公衆に 放射線に よる 障 
害を 与えない ようにす るた め、 設計の 段階から 安 
全 防護 設備の 設置に いたる まで、 万全の 対策を 講 
じています (多重 防護の 考え方)。 

❸ 発電所は 広い 敷地を 確保して、 周辺 公衆との 距離 
を 十分と るな ど、 立地 上の 配慮を しています。 


@ 通常 運転 時の 放射線 管理 

原子力発電所では、 運転に ともなって ごく 微量で 
すが、 気体、 液体 及び 固体 状の 放射性廃棄物が 発生 
します。 これらは 厳重に 処理を 行い、 外部へ 放出す 
る 場合は 放射能を 測定し、 発電所 周辺の 人々 が 受け 
る 放射線 量が、 わが国の 法令で 定められ ている 規制 
値 (年間 1 ミリ シーベル ト = 1 00 ミリ レム） 以下で ある 
ことは もとより、 原子力 安全 委員会が 定めた 線量 目 
標値 (年間 0 . 05 ミリ シー ベル ト =5 ミリ レム） 以下に 
なる ように 放出 管理を 行って います。 なお、 年間 0.05 
ミ リシーベルト （5 ミリ レム） という 線量 目標 値は、 私 
たちが 大地 や 宇宙から 受けて いる 自然 放射線に 比べ 
て も 約 20 分の 1 と ごく 少ない 量です。 

D 環境 放射線の 監視 

原子力発電所では、 通常の 運転で 発電所から 放出 
される 放射性物質が、 周辺 環境に 影響を 与えて いな 
いこと を 確認す るた め、 下記の ような 方法で 環境 放 
射 線の 監視を 行って います。 


籲 モニタリング ボス ト 

発電所の 周辺 監視 区域 境界 付近に 設置。 空気 中の 放射線 量を 
常時 測定し、 発電所 内の 中央 制御 室で 集中 監視を 行って い ます t 


⑩ モニタリング ステーション 

発電所 周辺に 設置。 空気 中の 放射線 量を 常時 測定 記録す ると 
と もに、 定期的に 空気 中の 放射性物質の 濃度を 測定して います： 


馨 モニタリング ポ イン ト 

発電所 周辺に 設置。 3 力 月 ごとの 積算 線量 
を 測定して います。 


そのほか 定期的に 土壌、 農 水産物な どを 
採取し、 放射性物質の 濃度を 測定して いま 
す。 


また、 きめ 細かに 各所の 放射線 量を 測 
定 する ために、 モニタリング カ ー も 活躍 
しています。 


梨 野舞納 


共和 町 


❹泊 発電所 周辺の 環境 
放射線の 測定 機器 
配置 図 


鲁 モニタ リンク •ポスト 

モニタリング •ステーション 
▲モニタリング •ポイント 


◎放射性廃棄物の 処理 

原子力発電所の 運転に 伴って 発生す る 気体、 液体 
および 固体 状の 放射性廃棄物は、 それぞれの 種類 や 
性状に 応じて 次のように 処理し ます。 

翁 気体 廃棄物 

フィルター を 通したり、 ガス 減衰 タンク で 放射能を 十分 減衰 
させた のち、 安全を 確認した うえで 大気 中に 放出し ます。 


書 液体 廃棄物 

ボン プな どから の 機器 排水 や 床 掃除な どの 雑用 水、 作業衣の 
洗た く 排水な どが あります。 種類に 応じ、 蒸発 濃縮 器、 イオン 
交換 樹脂、 洗た く 排水 処理 装置な どで 処理し、 濃縮 処理 液は ア 
スフ アル トな どで 固化し ます。 また、 浄化 水は できるだけ 再 使 
用 します が、 放出す る ものは 安全を 確認した のち 冷却 用 海水で 
薄めて 海中へ 放出し ます。 

⑩ 固体 廃棄物 

可燃性の ものは 焼却し、 不燃性の もめは 圧縮して ドラム缶に 
詰め、 発電所 構内の 貯蔵庫に 厳重な 管理の もと に 保管 します。 


冷却 系からの 気体 


=j 滅袞 タンクし 


放射能の 安全 確認 


□□ 

排気 筒から 放出 


洗た く 排水 


フィルター 
洗た く 水 処理 装置 


タンク  ^ 


監視 
(モニタリング ポスト） 


3E 

監視 

(モニタリング ポスト） 


ドラム缶 につめる 


圧縮 


放射能の 安全 確認 
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泊 発電所 1 号 機 主要 設備の 配置 


1 原子炉 容器 
2 蒸気 発生 器 
3 1 次 冷却 材ポ ンブ 
4 加圧 器 
5 原子炉 格納 容器 


6 夕 ー ヒン 
7 発電機 
日 復水器 
9 中央 制御 室 
10 使用 済 燃料 ピット 


泊 発電所の 主な 設備 iu 


籲 原子炉 容器 


•炉心そう 
- 原子炉 容器 


- 燃料 集合体 
- 下部 炉心 板 


上部 炉心 支持 板 

制御棒 クラスタ 案内 管 
上部 炉心 支持 柱 


熱 しゃへい 体 


下部 炉心 支持 板 
ラジアル サポート 


■■駆動 軸 

- 制御棒 駆動装置 


原子炉 容器 ふた 

制御棒 クラスタ 案内 管 


上部 炉心 板 


- 原子炉 容器 入ロ ノズル 


原子炉 容器 出ロ ノズル 

炉心 バッ フル 


炉内 計装 案内 管 
下部 炉心 支持 柱 


籲炉心 


原子炉 容器 及び 炉心 mmmtmm 

炉心 熱 出力  約 1，650 MW 

原/ •炉 容器 1 次 冷却 忖溫度 約 288°C (入 U) 


原 f 炉運 転出 力 
セ 要 寸法 
内  径 
全  高 
最小 肉 厚 

全 ウラン 装荷 说 


約 323°C (出口) 
約 157k9/cm，G 

約 3.4m 
約 11.5m 
約 110 mm 

(下部 T •球 鏡 部） 
約 48.5t 


炉心そう 
炉心 バッ フル 
燃料 集合体 


制御棒 クラスタ 取 付 位置 
熱 しゃへい 体 
原子炉 容器 
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_ 燃料 集合体 


炉内 計装 用 案内 シン ブル 


巳- B 断面 


燃料棒 

制御棒 案内 
シン ブル 


燃料 集合体 _________ 

燃料 集合体 数  121 

燃料棒 配列  14X14 

進 合体 当たり 燃料棒 数 179 
燃料棒 全長  約 3.86m 

集合体 全長  約 4.06m 

燃料  低 濃縮 二 酸化 ウラン 

濃縮 度 初 装荷 燃料 約 2.9%(  f- 均） 

取矜 燃料  約 3.4% 〜約 4.1% 
被 ふく 材  ジル カ ロイ- 4 


|酬 


制御棒 案内 シン ブル 
炉内 計装 用 案内 シン ブル 


下部 ノズル 


_ 燃料棒 


_ 蒸気 発生 器 


蒸気 出ロ  ノズル 


湿 分 分離 器 


上部 胴 

気 水分 離 器 

給水 リング 
給水 入ロ ノズル 

振れ 止め金 具 


伝 熱 管 

管 群 外 筒 


下部 胴 


管 支持 板 
検査 穴 

検査 穴 
管 板 
水 室 

1 次 冷却 材 入ロ ノズル 
1 次 冷却 材 出ロ ノズル 
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蒸気 発生 器 


蒸気 タービン 


湿 分 分離 加熱 器 aanviiiiHiRi 


型式  たて 置 u 字 管 式 熱交換器 型 

個数  2  „ 

1 次 冷却 材流 a  約 15  x io3t/h/ 個 

主 蒸気 連 転 圧力 （定格 出 力 時） 約 58kg/cm>G 
主 蒸気 巡 転 温度 （ 定格 出 力 時） 約 273°C  。 

蒸気 発生 被 (定格 出力 時）  約 1.64X10  t/h/ 個 


U 熱 管 

本数 

3,382 本/個 

外径 

約 22.2 刪 

厚さ 

約 1.3胃 

胴 部 外径 (上部） 

約 4.5m 

胴 部 外径 (ド 部） 

約 3.4m 

全 高 

約 20.6m 

材料 

本阼  低 合金 鋼、 低 合金 鍛鋼 及び 銪鋼 

伝 熱 管 ニッケル •クロム •鉄 合金 


型式 小型 3 車宰 4 分流 排気 再 熱 再生 式 
定格 出力 579,000 kW 
回転 数 1，500 rpm 

低 タービン 最終调 約 1，118 mm(44 インチ） 
蒸気圧 力 約 55.21 <g/^ 

蒸気 温度 約 270°C 

f=f=> 

型式 横 置 •円筒 回転 界磁形 •全 m 自己 通 
風 *3 相 同期 発電機 
容  M  650,00 0KVA 
電圧 19,000V 
周波数 50Hz 
極 数 4 

冷却 方式 水素 内部 冷却 
水素 圧力 牡 g  cm’ 

励磁 方式 ブラシ レス 励磁 式 


形式 横 置 2 段 加熱 U’f: 管 式 
個数 2 
蒸気圧 力 

入口  約 10.1  kg /cm， 

出口  約 9.6kg /cm* 

蒸気 温度 
入口  約 183.6°C 
出口  約 254.6°C 


籲 タービン 発電機 


低圧 タービン  発電機 


励磁機 
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循環 水 ポンプ 建屋 
(B-B  断面）  it  ■  =n| 


原子炉 格納 容器 


型式 

最高 使用 E 力 
最高 使用 温度 
主要 寸法 
内径 


上部 半球 下部 さら 形 鏡 円筒 型 

2.601 cg/cm，G 

129°C 

約 35m 


全 高 
胴 板) ¥ 
ドーム 板 厚 
自由 体 横 
材料 


約 65m 

約 35mm 、 約 38"> 

約 19mm 

約 42,400 
炭 本 鋼 


外部 しゃへい 

型式 

主要 寸法 
内径 
地上 高 
円 简部壁 厚 
ドーム 部 壁 厚 
アニュ ラス 容秘 
鼎 


円简 上部 ドーム 型 
約 38m 

約 43m(EL  +  31m  から） 

約 0.8m( 上端 部）〜 約 1.3m( ド 部 等 厚 部) 
約 0.35 m (端 部 約 0.4m) 

約 3,600 が 
鉄筋コンクリート 


泊 発電所 主要 建屋 断面図 

• 原子炉 格納 容器 • 外部 しゃへい  • 主要 建屋 断面図 


I 


原子炉 容器 


加圧 器 
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キープ ラン 
-217.0  m —— 


巳 マ f 


> 主要 建物の 概要 


項  目 

原子炉 建屋 

原子炉 補助 建屋 

タービン 建屋 

構造- 

規模 

鉄筋 コンク 
リー トー 部 
鉄骨 造 

鉄筋 コンク 
リー トー部 
鉄骨 造 

鉄骨 造 

地上 4 階 • 
地下 1 階 建 

地上 3 階 • 
地下 1 階 建 

地上 3 階 • 
地下 2 階 建 

建築面積 

約 8,340 时 

約 6,60 (W 

約 8,910 

延 面積 

約 24,280 加 

約 26,74 0 故 

約 30,500 

地上 高 

(ELlOm  力， ら） 

約 64m 

約 22m 

約 29m 

1 号 機 原子炉 建屋 
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20  _  30m 

(注) EL: 標高 
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@ 北海道 電力 

本店 

(〒〇 60-91 ) 札幌市 中央 区大通 東〗 丁目 2 番地 
TEL(011)251-1111 

泊 発電所 

(〒〇 45-02) 古 宇 郡 泊 村 大字 堀 株 村 726 番地 
TEL(0135)75-3331 


’94-9-5 細  HA 


